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大阪府仮病院の創設
(ニ)松
間
武
局
次
/1: IJLJ 三
病院設立沙汰設と緒方郁放火奴府仮病院
!l附兵局仮病院||(以上前号)
ボ
lドインの米阪
緒方惟泊中の帰阪大阪府仮病院
li
大福寺教附時代||一
大阪府間病院から大阪府医学校 の創むすび
じ六
ボードインの来阪
大販府兵局の管結下にあった軍事仮病院は、明治
(一八六九)
月一一十蕊日をもって、
般病院である大阪府仮病院にその性格を転換
した。そして仮病院の
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緒方惟準に代ったことは先述したところである。この明治一一年一一
月の出来事を子細に検討すると、大阪という一地域におきた援療・医学教育に関する開題であるに止まらず、維新政府が構想する医療制度
および医学教育制度と不可分の関連をもった事件であることが判明す
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るのである。仮病院の移管という出来事の つ歴史的意味を明らかにするためには、ボ!ドインと緒方惟準 阪にいたるまでの
イコ
いて述べておかなければならない。
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片付の後任として長崎に若任
した。そして長崎養生所、医学所において診療 各地から派泣され毘学低習生の教育に従事し 。彼に師事した生徒はボンベ時代から引き継いだものを含め千名にのぼ といわれ、そのなかから明治医界の指導者の多くを架出した。一戸田議文海、相良知安、高橋正純、竹内正信、池
mM謙
z夜、土
佐藤道樹、大槻文俊、緒方洪故(似州中)、伊東玄伯、林研瓶、斎、橋本綱維 橋本綱常 学井澄、一……崎宗玄、岩佐純 山本良段、
〈滋〉
高桑道純、馬嶋清治、宇都宮阪道、熊谷亮海、近藤介石など慶応一一(
八六三年にはボ
lドインの建言によって、続得館(義役所
止を改称)内に分析窮理所を設立し、実験なふくむ
mm
化学教育をわが国で
はじめて実施し、
ハ一ブタマ州内・
42JOE
仲間ヨ向を招いてその
し
た。同年十二月、ボ
iドインは任期止を終え帰悶に際し、幕府オランダ
関学生緒方惟準、松本鈴太郎、を伴い、母校のユトレヒト大学に両名を入学さ位、翠年三月にはふたたび長崎に来航した。このたび 来日の目的は慶応元年末ごろから彼が計闘していた、
に本格的な医学校
を創設すること、これを幕府との山交渉 よって実現さぜることにおかれた。早速オランダ公的以ポルスブルク旬。
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与を介して、
学校設立のときは幕府の招請に続権的にム応ずる用意のある旨、外国泰行板倉周防守あてに
た。この背景には幕府の海軍興隆政策があ
り、江戸においても勝安房、松本良順によって海軍病読を江戸に設立し、兼ねて医 教脊の場 すべしと 建議がなされていたのである。五月にいたり幕府とオランダ公使の間にボ
i
ドイ
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の新たな任用契約
七筒条が締結されるにいたった。約定書の内容は、
オランダ政府の
許可をえたのち、
一八六七年末ないし一八六八年始め(除燃駁応一コ年十
一月
j
十
月)より
カ年間江戸において、病院および内科学校の設立
に協力し、右病院で治壌と内外科の教授をすることを本冒としたものであった。病臨設立については問病院で使用する探具、薬剤、器械、
の購入および建設方法取調など一切がボ!ドインに依託されたの
である。翌月 は本国政府の許可をうることおよび約定 遂行のため一日一帰国の途につく。そして一一一度目の来日の途上
ロンドンに立得り、
サマリタ
γ病院において新しい消毒法、卵巣別出術止な学んで、慶応四
年一月横浜に入港した。
日本は時あたかも戊反動乱の渦中にあり、政権はすでに新政府に移
り、先きに栄一った病院用器具類も官憲の押収するところとなっていた。約定履行の交渉相手も定らず、やむをえず一時難を上海 避け倍勢を見守らざるをえなかった。ボ!ドインの横浜退去後、戊辰戦争は七月に入り北越新潟・長岡で
激化の一途をたどり、
士卒の傷創者が続出し、洋医派遣の必要な痛感
した新政府はま、すオランダ公使に照会してボIドインの隠怖を申 出たという。
国政府の締結した条約は当然のことながら、新政権に継受されねば
ならない。すでに慶部四年
月十五日三八六八年二月八日)兵庫におい
て外問事務取調掛東久世通絡が各関公使にたいし、幕府による旧条約
た勅設を通告していた。こ
は天皇の名にお て継承するこのボードインの虎辰戦争への招致は旧条約の履行を実現 ようとする姿勢止を示したも と解せられるが、日本不在のため結局英臣ウイリス者・当日目印、が英公使パ
i
グスの強力な支援によって参回することにな
り、八月二十日から十一月十六日まで間カ月にわたって越後・東北の野戦病院で二ハ
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名に及ぶ負傷兵の治療に従事した。その開軍陣医
療を通してわが国従軍医師聞に新知識(消市法、上下肢切断法や合俗への欽スプリント州民間山など)を伝授するなど多大の感銘を与え とともに政府にたいしても大きな恩義をあずけることになった。明治一万年末と考えるが、上海から横浜を経て神戸に赴いたボlドインは更めて「前政府の約束に基き海軍病院建設のこと、購入器械のこと、医学教育のこと等の履行止を外問事務官に迫」
った。その衡に当っ
たのは明治元年五月、後藤象二郎とともに大阪の府事に関する管理を命、ぜられ 九月外国官副知事となった参与小松帯万(治胤)と考えて間違いはあるまい。
この時期(明治元年末)、
東京では大病院と底学所の教
F削の
にウイ
リスを掠える交渉が外罰副知事東久肢とパ
i
グスの間でほとんど決定
の段階に達していたので、ボードインの東京 おけるい別約履行はこの状況下では事実上不可能であり、この間題について政府当事者にとっても「条約継承
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の
に沿ってこの問題を如何に処理するか、昔日慰
大阪府仮病践の創設81 
は大きなものであったに違いない。ボードインがハ一ブタマの案内で大阪府丘(局仮病院に「見分
L
にあらわれたのは翌明治
日
の
ことであり、政府の決断を迫るものと った。
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緒方惟準の帰阪
緒方惟準が
(八一夜)看病のため左に掲げる請暇蜘いを行政官に
し出し、明治一
一月十七日、許可をえて、大阪に帰ったのは一月
十日過ぎであった。
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この請暇願に呼応するかのように京都宮廷から山本図書頭、高階点〈薬少允連署による緒方惟準の上阪御暇願が、正月四日付で弁事役所宛に上書されていね。
上記詰暇願書は文聞から明らかなように、絡方惟準の五局取締(大病
82 
段以締を労務とした光局||大病院・医学所・種痘館・会病院・御茶限||収締)の後任人事を指定した上諮であり、
時帰郷に対処する臨時措置
と考えることは悶難であろう。すなわち母堂看病のため上限することを機に、大病院取 の担 辞することを表明したものと解される。先述したように恩師ボ!ドイ
γの東京における大病院、医学所教師の任
胞は、英医ウイリスの腹館方針の確定によってすでに不可能 状況に中めり、やがて州開始される医学教育も翻医学から英霞学への転換が必至となるという状勢 ふまえて 決断であった 推謝される。
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府行政官にお ても夜阪中のボiドイ
γ
の処遇問題が懸案事壌であり、
緒方上阪の機会をとらえて、条約履行に誠意あることを表明す 一助にする怠留があったように受けとれる。これは 述する大阪 おける仮病院以降の推移から判断されるのである。序でながらここで路方険機がオランダ留学から急ぎ帰国した明治元
年七月から東京大病院取締任官(十月二十凶日)そして請暇上阪まで六カ月の経過をふりかえっておこう。後年(明治二十五年)
った回顧録が「緒方惟準先生一タ話しとしてま
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者の求めに臨じて、とめられている。すなわち、
たまた
本邦似ま太政維新に際し、各隠留学の尚子生に対する学校給与法を廃されしを以て:::他の際学諸氏(伊東方成、林研溺らi|筆者注)とルルハに勿々帰朝せり。昨吋に明治元年戊一一民七月にして余はサ五歳なりき。
同市朝の際は段上限制緩恰も乱麻の如く、人心山首陶々たり。既に家族は挙げて大
援に逃れ店るより、自ら幕府に退仕の限設を門誌し、同年八月大坂に帰る。朗読~此終初めて間洋医流な係間出せらるるにふ似り、践内九叩を袋ると附叫も柳か忠ふ所ありて間稼し、終に摂津悶街馬郡山間山に治似す。朝廷尚ほ川崎山川さるるも同じく応ぜざりしに、山ぱ料らんや先考(洪浴)の聞けな継て業を大坂に開ける義弟綴方拙策に対し、洪哉(附出制中)人官制明廷に準仕せしめざるに於ててんち白人ソ汝の掛山市を山内川 んとのん叩あり。:::先考の門を忠ふの切なるに山り、自ら京都に上り太政官弁引 羽三辞する 不才立つ学術の浅劣なるを以てせしも、到底間印刷けられずしておし山ざる。向年(明治一五年)九月
日徴土仰せ附けられ、胤ハ楽医師に約し、従六位上に叙
せられ、玄詐少允に任じ、月手当金弐白川門下賜のん叩を安 同月間日
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診仰
mm
けらる。・・:時に大久保利通の悠-一一日に法き、選都仰せ山されしに付、合
同月十一一一日に主り、江戸行本供奈の命人一
Yww
し、行学途上中小析は検流刑阿川山中間け
らる。・:・:同年十月サ凶日大いれ附院取締仰せ附けられ 魚市同点羽山山後行印刷くべき後初叩押すべしとの沙
tk
を蒙る。蕊し隊孫土前前 日旧制に代れるなり。引っ此に
して、同』九州院に入り山以内公立
受くるの数は日々千数庁名に及ぶ。昨準が帰国した時期、江戸では悶幕府教育機関の復興策が新政府に
よって表明され、六月二十六日程学所を手始めとして、学問所(日子学校)、開成校(開成学校)が復興され、 問分野の新秩序の再建が絡につきつつあり、旧幕時代の洋学者の多くは新政府下のそれぞれの 校に吸収されていった。惟準の街路溶居は、こ らの流れとは逆のも であり、幕府医学所教授職の椋を食んだものとして、距隊をおいて時勢を静観するためであったのだろうか。ともあれ時代は彼を必要とした。政〈薬寮出仕後、宮廷内の自習旧留との札機に気を配らねばならなかっ
払のであるが、官廷にはじめて西洋医を導入することに力を尽した山内諜察医官のことに再度ふれておかねばならない。鹿芯四年二月、地〈薬寮高橋経由少允、高階筑前介両名が新政府弁事役所に建白誌を呈上した。論旨は山県楽祭における霞学援問問を提唱し、和漢医法の講習は勿論、西洋援法もその長所を広く採用し、さらに霞病院を設立して施療施薬救助に たり また病院尚子一錦、取締には「官医」に限らず、筑間から方技に秀いでた「実学実験之良医」を採用することを建白したのである。附以前は同年三月、宮廷においても「昭洋医術之接、同だ迄被ニルん在日投得共、自今其所長ニ於テハ御採用可レ有
ν之、被二仰出-侠んや」を決定し、
達文をもって西洋医術採用の趣旨止な内外に明らかにした。
この決定をさらに具体化すベく、高階経由は同年間丹、再山中詰を弁
事役所に建白した。
凶洋医術込迄於ニ他ハ楽祭二被二ぷ氏限…侠得ルルハ、自今立ハ所長一一於テハ御疑問川ユ約成侠係、先述テ被ニ仰山千
日川心不レ川氏鉄、尤笈内モ迫々有志之殺ム付レ九/~絞仙川北ハ、
訂版仇仰い似叩市川
/m
除、当時間洋民一術ヲ以テ開業仕問絞氏一仙北ハモリ必ヱ付
aソ~侠削げた、
随従んい山静化侠程-一学術なレ之略伝的知加山レ之ニハ村、何十平洋仮名後之省、渋川似迄被
ν
為日凶行間以引間協被二仰付引有忘 本引叱ハ修学級灸可レ仕 後被
hw
山一候ハ追々凶
洋医術伝別
H仕侠テ
山氏問従米
tソ~和淡医術等も折京派的状侠符ハ佐々点以皮
川川ニ相な侠医師山九不可レ仕トギレム作段目一付、
Y小レ版レ慾れが一一桂一一戸川一候
右のように海内から「洋医名誉之者」を召して、西洋医術伝習を宮廷においても実施させんことを建白した。高階安芸守経由に代表され
??
大阪府仮病院の創設83 
る宮廷開明派医官によって、ようやく保守的な典薬寮にも洋匿導入の道、が拓らかれのたである。
「洋医名誉之者しとして緒方惟準が挙げら
れ、再三の招請がなされたのは布のごとき背景においてであった。九月二十日京都を発した天皇東幸に供奉して惟準は十月十三月江戸に入った。江戸医学所の復興は、七月以来医学館、医学所、御茶閥、病院御川液締役にあった駿摩薄医前
m信輔によって推進されていたが、東北か
らの戦傷兵士の増大によって 下谷和泉橋通の藤堂和泉守上屋敷に設けられた病院を拡充し、横浜軍陣鰐院をここに移し、医学所な含めて寸大病院」と称し、兵士を収容していた。前防一一悩輔も大病院取締がヨ務となり、英国公使館付医官シッドル
-H
凶・自在住、が或傷者治療の
指導にあたっていた。
ウイリノスはすでに前線にある。
十月二十四日前田信輔は大病院取締不行届 廉で御役御免となり、
翌日緒方倣燃と横山主税大允(忠俊、典薬医師)の同名に行政官より病院取締出張が命ぜられた。紀律をたて療養行き届くよう指揮吃よという主旨であった。
入府十日目のことであったが、取締出張はどのような
理由かわからないが一円以差止められ、十一月吋(…一…日)改めて緒方のみに病院取締を押付けられた。因みに当時(明治元年末
1
二年二月)の病院、医学一助の織員は次の人た
払で、適塾出身者や長崎時代の河内が数多く名を列ねている。
(取締)緒方位準、(取締助)石神良策、
(救援)島村間前(鼎)、
??? ?ぷYJJ
ノ斗メ泊。
(為様)、司馬凌海(滋之)、
間代一徳(法徳)、
足立克(勝二…郎)、制原真節
(文…似て(教援試補)相良一克点、牧山修郷、官、氷胤〈常、中村斉 長谷川泰
一郎(泰)、
手塚良伯、(病院掛)池田謙斎、
奥山一万省
34 
石井謙道(信義)、
(虎柄)、水野一一一省、高橋文貞さて十一月末から翌年一月にかけて、惟準の周辺にあわただしい動きが展開する。それは行政官、弁事役所から頻繁にだされる出頭命令に示される。出頭の内容については不詳としなければならないが、大病院 おける戦傷兵治療は戦闘の終息とともに減少に向かいつつあり、大山知 の再編計四および医学教育機関の創設(十二月七日太政官「医学振興に関する布告」の医学所建設と教育制度の磁玄)が新たな課題となってきた。そしてその課題を決す にあたり大きな影響力をもつであろう教師の選定
ji
ウイリスかボ
i
ドインか
ii
が焦眉の出題となった時期
に相当する 緒方惟準は大病院、医学所の意見を徴し、行政官との申談がこの出頭命令の内容をなすものであったと考えられる。わが国医学・医療制度創始、をなすこの重要な時期に母堂着病のため
東京を離れる とにな 、大病院・ など五鳥取締 後任には磁摩藩医石神良策が就任した。
五
大阪府仮病院|!大楠寺教席時代
11
大販府は明治二年一一月ボ
l
ドインに次の辞令を与えた。
間附医ホウトウエン
当分仮病院在勤治療伝則自等被
仰付候尤当府ニテ管結いたし鉄事
一一白川
大阪府
新政府はボ
l
ドインとの旧条約を、暫定措置として取敢えず、大阪
管轄を課すことにした。の地において履行しようと方針を定め、大阪府(知事後燦象二郎)にそのら二月十七日左の辞令を達 た。
一方帰阪間もない緒方惟準にたいし行政官か
御沙汰侠心事当分大坂-一能夜ホ
iドイン江市談仮病院弁伝留品ザ之御用向早速手始可申己日
緒方玄務少允
月
行政
L刊日
この辞令はボ
iドインの伎病院在勤期間、彼を援け、仮病院の設立
と医学伝習の御用掛に任守する
明治 2~p 月ボードイソ・緒方俄準の辞令
ということであるが、これによって東京大病院・医学所などの取締の職を当分の閥解かれ、新しい任務を与えられたことを意味するであろう。ところで、これより少しまえの正月二
日、京都行政
官から佐賀藩医相良弘路
掛
任
命に
のた
辞い
令し
を医
発学
し校
た16)取
。調
fll;~ 
用
安)
御一一総ヲ以テ医学校収哨制御用掛被仰付侠事
正
月
行政官
急ニ下坂加附底ボウドエン江引
AMn
可申候事
但下坂之上先以て大坂府江釣合委例制籾現時険事弁事千種殿ヨワ被松迷心事
医学校取調抑周掛には相良とともに岩佐純(福井務医)も任命された。
千種弁事から達した託務は、まず大坂府から当地の事情を委しく聴取したうえ、ボ!ドインとの山中談に入れというものである。岩佐、相良両名の医学校取調御用掛任命の事情については、これまで多く論ぜられてきたが、石黒忠惑が後年述べた一文がこの経緯の一端を物語っている。
「時の参議後藤象一一郎の建議にて、岩佐純、相良知安は共に長
崎に在りてボ!ドインに学びしものなるが放に、この間人を徴してボードイ
γの事を処理せしむ」(「石泉先生背年医談」)と。
行政官の命宏うけた椙良は下坂して、大坂府仮病院の移管期に立ち合うことになるのであるが、仮病院の大坂府兵局支配が一
カ月余の短
命におわり、
一転して緒方、ボ
iドイン経営の一般病読に切り代えら
れた事情につき大坂府より説明をえたも と思われる。この際柏良と
女日
ともに岩佐純も恐らく同席したことは、明治一一年八月二十九日付の緒方八童謡館(渡辺卯三郎・同老母宛)に
っ折ふし若佐・相良の御両人被参
しとあることから推察される。民学校取調御用掛の最初の仕事は、高昭一一…の言 とおりボ
i
ドイ
γ関
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題の処理にあることは明かである。相良らは住命後まもなく来阪し、数度にわたる会談がもたれたようである。ボードインと相良、岩佐の会談の席 は、緒方惟準、緒方郁蔵、
ハラタマ、そして府役人らが間
席し、ボードイン 遇問題を中心に会談が進められたと思われる。そして東京における罷学所・病院教師にウイリノスがすでに(一月二十日)就任 たこと も話が及んだものと思われる。仮病院教師…脱傭の方針はすでに参与・大阪府知事後藤象ニ郎および参与外国官副知事小松得刀によりたてられ、その内意 ボ!ドインに伝えられた結果 、
月
一日の仮病院見分となったとみられるが、それとは別に新たに任用
された医学校取調制御用務によるわが国将来の医学校設立 軍大な関連をもっ外人教師任用方針 ついて注目すべき証言がある。これはさきに一部引用し っ緒方八
である。
初同人事(惟泊中)当様相払病気に付知坂後ボ!メイス此地ニ御越ニ相成制問問人も洪哉此池一一帰り居候京大悦ニ苅早々此地の約
i悦相良絞殺ゆされ候所、折ふ
し山布佐・相良の州仰向人被参ホ
l
メイスを東京へ御つれ越成紋様ゆされ、ホ
i
メイスハ東京ニハウリイス参リ問時間ゆへ彼地ユ参る事ハいやト附され、彼た
(切〉せつ州仰さ無候。
致絞へ共、以哉ト将位・籾良トハ何も義ろんかましき事は只右御一門人はウリイスをことわり帰し、ホ!メイスを東京病院江つれ行絞っ
〈出帆〉
もりに一郎、しはらく洪裁此地に こり跨ホ
l
メイスをなくさめかたかたかり
病院相もうけ手始致問見侠との御綴に一部、上寸の寺をかり受市、手始仕絞・・し書館引用部分は、惟準の帰販から仮病院が性格を変えて再発足する
期間すなわち一月二十日頃より一一月末の出来事について諮ら ている
のだが、このはじめの部分に注目したい。
36 
岩佐・相良がボ
l
ドインに示した提案は、東京大病院・医学所(二月
には医学所を合した大病院を「医学校派病院」と改称し、
医学校に重点をおく
ものとなる)へ 任別であった。
つまり東京において英医ウイリスと蘭
医ボ
iドインの併立が構想されていたことになる。
しかしウイリスの
在住する大病院への服組 拒一合されたた 、代案が検討され、ウイリノスの任期(一年)の満了後に任用する とに変更し、その間止な大阪府依病院にて患者、医学生の診療、医学伝現にあてることとし、緒方惟準は当地にとどまって通弁を兼ねながら仮病院の教育と経営の責任者して、ボ
l
ドインを援けることにほぼ結滞がついたとみられる。
ボードイ
γ、絡方倣準の大阪府および行政官の辞令は
の仕向払制止を〉げん
てだされたものである。そしてご月二十王日旧仮病院 阿者に引渡され、新たに大福寺に議席を設畏 医学教育 場としたのである。
「米
タ数月ナラス、治ヲ乞ブ者自ニ門一一満チ生徒遠方ヨリ米リ、業マ受クル者百余人ニ及フ」感況を現出したのである。緒方惟準が「仮病院井伝習等之御用」を命ぜられて早速作成したと
「仮病説諮入費井納金見込」書が大限文誤にある。大限
考えられる、
は明治
一一一月から七月まで会計官時知事の職にあった。同文書
には教師ボ!ドイン、御医師緒方俄準阿名の給殺を除く経費が計上されている。前者は大阪府 後者は典薬寮から給料が支払らわれ、収支不足分を政府会計官に請求したもののようである。会計規模は舎衛局と較べれば絡段に小さいものであった。
仮病院諸入品以井納金見込
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肉、当時一同は約一円であった)
右見込書にもられた諮入費、納金の純白は、
五ヶ月後に竣工をみた
本病抗すなわち大叛府病院時代の記録とほとんど大差がないことからこの計削が実施に移されたものとみてよい。それに緒方惟準の月給は二百両とあり、引十一日生伝習料金百疋のほか「緒方氏へは別」に納金することになっていたようである。このうち往診料(外廻り忠者診祭料)は調合掛・患者取扱医師ら給料に比し高額なことに注目されるが、これは教師往診料のことであろう。入院施設もあり、上・中・下の等級があった。再発足した仮病院は明治元年間間月天泉大甑親征沙汰告の趣旨をう
けた病院であったが、明治一五年十月大阪府が構想した新大学案 病院
!双
には程遠いものであった。新設病院は旧仮 院の陣容を継承した。その昨的行は明治二年の大阪府吋職員録』から示す。
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f!日
の九名であった。高安道純は以上のほか、
櫛諾淵(訳官)、有沢基次
(伝日以
-m術械掛)、期内科悶(薬局員)、島問点哉(同)、高安道純(医員)が織
]? ?
円以であったとのべるが、これらは仮病院発足以後、漸次増員された人
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たちであろう。職員録に緒方郁蔵の名が欠けているのは、恐らく「兵局病院」取建御用掛の任が移管により終了し、先の辞令「病読取建之場所井医師人物・制度・規則取調」の任に復帰 本病院すなわち大阪府病院の建設に当たっていたものと忠われる。開院後の状況について、高安道純は、
「当時大阪府ハ米ダ洋風医術
ノ何タルヲ知ラズト隊ドモ只新奇ヲ好ムノ風アリテ患者非常ニ腕決ス。依之、外来患者診察取扱及ビ器械掛一一有沢菜次ニ依嘱セリ 教師抱独
nυ 
英氏ハ毎朝講儀ヲ始メ、次テ入院患者及ピ外来患者 診察一一従事セワしと述べ、また有沢慕次はっ外来患者ハ七八十名位、漢方医家ノ鴎力尚旺盛ナリシ時代トテ、患者モ病院ナドニ行グヲ好マメ、殊日一上流入十…ナド之ブ版フノ風プリ、従ッテ外来・入 共一一中流以下ノ人々ニ限一ブレ、其数モ砂夕、病室モ手術患者ノ為 ニ設ケタル一一過ギズ」と回顧し、当時の患者は、胃腸病、性病 限病とさまざまであったが、
m蹴科
患者が集中し、 の六 七割 を占め、特に白内障手術の著効は役人の評判を呼んだという。明治一一年七月十九日大阪府病院が鈴木町代官麗敷跡(いまの法円坂町二悉地図立大阪病院の一隅)に修増竣工し、仮病院は発足以来五カ月にしてここに移転した。大阪府は向日府下住民に
の
布
告22)
を
だ
し
た
入門
f般鈴木町一冗代官屋敷-一於一虫病院収建相成候ニ付、診山内小・療養訪皮ものハ、初回ツ時より九ツ時迄之問、勝手-一能越可申供、尤悶鋭之ものとも者、河一助へ駁次第、施薬をも巡し侠本
38 
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/'¥ 
大阪府病院から大阪府塁学校病院の創設
大間以府病読が正式に発足し、ボードイン主導による医学教育と診療
が推進されていった。同病院における日常の様子や規制は緒方銑次郎氏が閲覧斎の日記(…一年八月二十二日
i
二十六日)から紹介しているので
」れを引用させていただく。
一、ん徐行
然大学より八字迄
百片手ヒ〈
ιt11
ふれ句寸，ぇ
γも」ノ
μわ剖出時の
同八学より十宇迄
ボ
ド
ヰ
ン
:品
釈
向十字より十一一字乙
入院患者診察
十一…ん子より
外米思表診察
ぃ孜ムハ宇より八学迄
緒方従六位講釈
日終日
休業
但し伝習生歩行随意、他日は一切他行止
て月給緒方従六位二百河、当直係一六人、汁阿、但し通弁一人通介業汁五
問、別当夜六人一阿二分
、入資
一ヶ月惣入間川在弘之者金八同位
1: 
HlJ 
料
一貫一一百文
入門式
六百ほん
一ヶ月伝資料として金百足宛、緒方氏へは別
と記し、伝習生は百五六十人、
日々実験出場者は六十人前後で、学
には十六七人が入寮、他は通学生であるという。医学教育について
追々大小学校に分ち、小学校は耀旬学より商学にいたり、それより数学に進み諸学科を修得してのち医学に進む。大学校 おいては医学誌
利から治療学に進み、大小学校の課程は大凡十年の見込を計闘していると述べる。
また一二十歳以上の速成課程も考えられていた。
A吋
明治二年八月緒方郁蔵に太政官から「以御一院間洋医醇謝申付険事」の辞令がだされ、大甑府西洋医師の学術手腕を取調べることを命ぜら
れ、漢方医に対しては一一一角従六位(有儀)が担当したが、これらは大阪府病院の管轄におかれ いた 関寛斎はこれにつき、医師を上中下一一一級に分ち、そ 分類を次のようにしたと記す。
一、
病症を定め医技相応に出来る者。荷(子府市刀を許す
一、中等
漸く らる手、医抜を吉する手、一
つの内一つ
出来る者。
一万を許す
ーー・
、
何れも出来不山中技者。無万
一、漢方医術の儀其身一代限講義については、ボードインは五官究理主の内鼻筋を、緒方従六位
?
はプレス解剖書を講釈していたという。同日記 終り {隙寧は英止み仏に変り候事故、医術も仏盛に相成候也、聞は当時ボ!ド
L
ン当地
滞在に付盛に存 得共諸生専ら英学を志し賠候風一評仕段者も有之」と結んでいる。英医ウイリスの教師就任の刷物は大阪の医学伝習生にいち平く影響をおよ
9ほしていることがわかる。
期尚子から英学への趨勢はひとり大阪のみではなく、
ウイリスの東京
は勿論のこと、全悶を蔽う潮流となっており、また諸学問分野においても法学の仏一誌をのぞいて同様であった。緒方八読書簡にも「内々承り候所、此度東京ハ医者一向ヱイ学 相成 由ニ而此池 エイニ被
度、抑両人(山れ佐、相良)の思召の山間承り、と時代の推移に危悦を抱いている。
一部リ入鉄事一一御陵侠」
大阪府病院が順調な歩みをたどり、大阪府
J新大学構想」が掲げた
八月に入り大販府
関同学校の設立が残された課題となるに歪ったが、医学校創設をめぐって窓外な急展開をみせ ようになる。これまで大間際的の計画に基づいて舎密局、洋学校 病院が設立され それぞ が政府との連携のもと運営され きたが、医学校創立段階にいたり、東一部されるに至った。京医学校|↓大 |↓太政官||V大阪府の経路 とって設立方針が
八月から十月にいたる経過を『太政顛典』および『公文録』を中心に追うことにす が、こ 経緯を明らかにすることはボ!ドインの出
かを示すと同時に、洪庖以来受けつ刊紙約と結んだ約定
3
をうけ継いだ新政府の政治的結論がどこにあった
がれてきた大阪における適切山子統がボンベ
li--
松本良服
i
佐藤尚中の
学統によって吸収または排除される過程を明らかにすることができ、従って仮病院創設が合意した ころをより明らかにすること できるであろう。まず大阪にもたらされたのは次の
緒方悦準にたいする太政官沙汰書であった。
大阪府医学校病院(第l!りく学区医学校)
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この沙汰告が出されるまでに
(東京)か
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府病院の延長線上において構想される医学校で
はなく、東京一医学校兼病院」の教育・診療諮制度に範をとる官学として発足することを意図した。
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この文面に明らかなように、緒方悦準の来上に難色を示したのはボ
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γであり、また緒方一門であった。高橋の訳官として不充分で
あるという期尚が前聞に押し出されてはいるが、突は仮病院から大阪府病院さらに部医学校設立実現への府の計開が途中にして、大学校に
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よる直接指導に転換されることに対する抵抗が主たる要閣をなしたものと考えてよいであろう。
しかし大阪府は大学校派遣の高橋文貞の病
院責任者就任を是認するところまで譲歩しながら、あくまでもボ
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インと緒方を
対のものとして留保したいという姿勢が強硬に主張さ
れている点に注目すべきである。大阪府の請願にたいし太政官はァ一向橋文貞一通弁相捌候迄不得巳清実有之侯テハ滞阪不十十口候へトモ追テ東下可仕相心得険事」 滞阪 許可したが、 くまで期眼つきであった。以上の経緯からみると緒方 権限は「仮病院井伝習等御用」のみに止まり、府病院、
さらに医学校へと権限が吏一新されることなく、高檎
(病続)、岩佐(医学校)に実権、が移った。なお
「ヨクヨグ出けぬ」
と
し、
われた高橋はボ
iドイン時代の長崎養生所では、松本良順、八木称一千、
戸塚女海、相良知安についで五代田の頭取 就任し、講義の通弁にも
。。
携わっていたのである。
十月大阪府医学校病院取建の責任者に岩佐純大学大丞が任ぜられ、二十七日大阪へ発っ 。これに次いで相良元点中助教、永松東海中助教、林澗海中博士、松村矩明大助教 横弁信之大助教ら東京医学校の中軌をなす教官が続々と悶下し来り、岩佐のもと医学校病院の創設が急ピッチで進められ、十一月開校となった。校舎は大阪府病院関隣に建設され、寄宿舎・予科教場をはじめ、ボードイン 設計になるとわれる講堂、解剖 場など順次整備されていっ 。
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大阪に設置された仮病院ははじめ軍事病院として発足したが、ボードインが旧政府との間に締結した一服傭条約を新政府が引き継ぎ、それを履行するためのいわば時間稼ぎの場として利用したの この仮病院であった。その一毅には戊反戦争をはさむ英蘭医学の角遂が東京を舞台に悶開閉されていた。前倒毘学を代表するボ
iドインはたまたま在阪中の
緒方倣準な得ることによって西洋医学による教育と医療が大阪においてはじめて軌道にのることになった。医学教育はボンベ以来、
「蘭学の大勢
変して、摘句尋章の旧習な。。。。。
脱し、直ちに文章の大要を領してもっぱら事物の実理を研究するの自
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んだと長与専斎が指摘するように、関語学は手段であると認
識され、医学伝習は物理・化学 ど一般教育を経 、基礎医学から臨床医学へと願序をたてた厳格な教育がいまや大勢となって った。江一戸医学所では洪施没後、松本良臓によってこ が実行にうつされていた。従って大阪在住の適効一門弟たちの医学はすでに過去のものとなっており、大阪における医学伝習の創始 あたり、たとえ適部門弟であっても長崎 江 再遊学し新しい空気にふれ ものの参加が必要された。大阪医学校創設に捺して、東京「医学校兼病院」から教官が大挙商下し、大阪府病院の教官 医員がかれらの下風に たされるに至っことも故なきことではなかった。
ところで明治一
一月開校をみた大寂府医学校病院は、翌年には
舎筏局、洋学校とともに大学の管轄となり、明治五年第四大学一除虫学校と改称されたが、同年九月学制改革により廃校の運命をたどった。
この稿を終えるにあたって、是非とも触れておかねばならないのは
明治一一一年一一月創設された大破兵部省控軍病院と大村益次郎のことであ
る兵部大輔大村議次郎は明治ニ年九月四日大阪兵部省(兵部省大阪出張
所)創建のため京、大阪巡視の途上、京都で遭難、
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ドイン、緒方らの手厚い治療をうけることになったのであ
るが、この際、仮病院リ大阪府病読から大阪府医学校病院へ改編する過程で緒方惟準および適熟門弟が排除されつつある状況を見聞し、適議門の一人としてこの窮状打開の方法を模索した。この解決策がボ
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ドイン・緒方惟準を中核とする兵部省陸箪病誌の設立計画であった。この打開案はただちに一一一条実業右大臣宛建白書として上奏 、裁可となるが、すでに大村は没 、兵部省は 村遺言としてその実現に全力を傾倒した。大村の兵制創設プ戸グラムに陸軍病院および軍医学校がとり入れられるのは布 経緯におい であっわ。緒方惟準は太政官による東上要請以後、大阪府病院では高橋文貞が病院長の職につき、緒方は典薬医師であったが同病院で 通弁を担当するのみの非職同様の位置におかれたと思われる。明治 一一年
月より
控甲車病院および軍医学校の創設に専心 ることになる。
四年八月には
中血〈監を免ぜられ(巣楽祭廃止による)兵部省勤務が命ぜられた。府病院で緒方のもとにあった適識人脈の医員の多数が睦軍病院 転じ 。
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兵部省の要諮をうけて創設されたばかり
の大阪陸軍病院・箪医学校に半年間を勤務する。ここで診療の傍ら軍医教育を担当し、軍陣織帯 、箪陣外科学、赤十字規則、南北戦争におけるバラック建設法そして選兵論などを講じ 緒方が担当する軍医制度、徴兵規期制定の規準を与えた。四年る「いや米徴兵」はこれによったのである。
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川口・ぬい的安道純「学校病院創立ノ歴史」(吋第一凶大阪医学校会大会々誌』
明治一一一十六年)れ小川剣一一一郎…ー抱独英先生伝」(実験眼科加制作仙第十八号、 正八年)η
サ大阪府令松市』第一巻
お緒方銑次郎♂奴輩仮病院を訟る、を補ふ
L放ハ一関商医事第四百五十三
…J
、
71HAle
」二
仁ツ叩円ZA汁斗
l加し市叶
刊山内一山義府市「緒方制御蔵と独笑桁熟い
mu日本洋学史研究
hW
所収
お緒方従六位議「布列刑期尚食滞解剖係」は凶郎総一一一(英政)常一記録に伐
されている。巡紘一一記念会球。
ぬいぷ
A政矧胤
(h
第一一編第一九十七巻外悶交際外人一恥入、ぺ大坂府医学校病院
創設問附医ボ!ドインヲ一服用ス」一件文書および第一編第・八十一品俗学制uq
公文総
hr
一大阪府一一一十七
(2A9i
印)
お中間叶廿『長崎医学百年史』的年表刊日大久保利謙一明治初年史料
L「学校版般第…大学医医学校」中外医事新
t
、
Izt
、1
日:二
相相川山円か抑制問川羽市
Jih
叶
ぬ長与十時斎『絵呑私志おれ綴方仙川悦中はもとよりであるが、小野間篠崎(長崎↓松本良似門)、大井ト新(長約)一両安滋純(適数
J松本良脳内)そして…一一瀬諸制(長崎)らが
あげられる。
門叫神谷昭銚ハ同日本近代医学のあけぼの』昭和双十万年神谷昭総〈および拙稿「医学史研究」第五十川間号所収論文竹山服部敬一大阪兵部省平米徴兵の一考察」(句大紋の岡山
ω
……)
写十ハハ(一…一十九頁)の「大阪府医学校病院」…一一向同窓会放の写真であるが、そ
の説明おは「大阪附範学校」と附している。同校は明治六年八月大阪医学校病院涜止後、その建物を使用して設立され、十一年まで存続した。したがってこの写真は医学校病院当時の岡山
Wを多くとどめているのでここにこ
の写又を別いた。
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